
令和４年度（2022年度） 第６回川口中学校区地域づくり推進会議

～アクションプランの内容を検討しよう～

【コミュニティカレンダー部会】

変更点

A４２枚
→A4１枚

土日祝日に
限定

カラーで
配布

現状

今は町会・学
校の年間行
事から抜き
出している

今後

SNSで
配信したい

LINE等つ
ながりのあ
る方に配信
したい

活動への参加が
きっかけで会議
への参加者がふ
えれば・・

各団体が情
報を入れる
場所があれ
ばよい

誰かの負担
では続かな
い

高齢者の活動
も入れてほし
い

LINEで発信す
ると目に入る

友達同士で広
がっていくのでは
若い人は特に

高齢者の方へデ
ジタルも広まっ
てきている

はちこみネット
は？

安心相談セン
ター活動
土日祝少ない

センター便り
町会で配布

人目に付く場
所に配布はし
ている

高齢者
活動はたくさ
んある

市の公式LINE
担当課と情報交換
できれば

提案

地域のボラン
ティア募集を
目的にしては

参加のきっ
かけづくりに
してはどうか

多世代交流
のイベント等

団体間交流
のきっかけに
もなる

目的

発行することは
目的ではなく行
事への参加者が
地域の担い手に

課題

情報収集方
法の見直し

地域づくり
のきっかけ
になる活動
⇒選別

出てこない
人は出てこ
ない

仲間づくり
部活体制の
強化

資料1



地域づくりへのボランティア
の募集

情報収集、情報の選別の
効率化、負担軽減

世代別の情報発信

市のLINE等既存システムの
活用

情報収集方
法の見直し

中高生編集
者募集の検
討



【マルシェ部会】

まるっと川口協議会の立ち上げ

R5必須
助成金の
申請ができ
ない

川口マルシェ
実行委員会立
ち上げ

全体で2回

共催
（住民協との）

独立
（住民協から）

関係団体との
共有が必要

SNS等の情
報発信の担い
手を

一部分だけの担い手をたくさん探す

学生
（SNS発信
当日の出店者

出店者
（お店の人）

協力企業
（看板屋さん等
がモノを提供）

R６は４回
季節ごとに

軒先
マルシェ

常設
マルシェも

地域をまた
いだ

他のマル
シェとのコ
ラボ

空き家
マルシェ

・ウォークラリー
・スタンプラリー
（マルシェの）

ノウハウ

R5

R７以降



実行委員会
立ち上げ
↓
資金調達

（２回）

・年間実施
計画の作成
・常設マル
シェ情報
・開催（４回）

・マルシェと
ウォークラリー
・常設マルシェ
検討



【地域防災部会】

○主体

・自主防災隊

・消防団

・災害ボランティア

町会単位、マンションは別

参加者が少ない・・・

全川口市民が対象

ハザードマップ

をつくる

自助

近所

共助

公助

各町会に公衆電話の

設置の動き

○地域単位で考えること

・避難場所（災害別） ※R５年に実施

○共通で考えること

・病人、ケガ人への対応

→社会福祉法人で対応を検討中（市）

※個人情報

・看護師、ケアマネの把握

・元横山町の取り組み

全戸の避難計画

○都の補助金

町自連 →推進会議に委託？

・外国人

・子ども

・ペット

・障がい者



地域で対応できる力をつける

地域の情報


